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量研では、核融合原型炉ブランケットに装荷するトリチウム増殖材であるチタン酸リチウム(Li2TiO3)に

ついて様々な研究を行っている。本発表では、チタン酸リチウム微小球に化学処理とマイクロ波加熱の複

合化処理を用いたリチウム回収技術についての試験研究成果について報告する。 
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1. 緒言 

核融合原型炉ブランケットには増殖機能材料である中性子増倍材微小球が 1 基あたり約 500 トン、トリ

チウム増殖材微小球が 1 基あたり約 300 トン装荷され、そのブランケットは 2〜5 年毎に交換される。現在

の原型炉ブランケット設計では、トリチウム増殖材と中性子増倍材の微小球の混合充填の設計案があり、

その交換時においては資源の有効利用の観点から、増殖機能材料のリサイクル技術開発は不可欠である。

本研究では、QST が開発した化学処理及びマイクロ波加熱による金属精製技術のリサイクルプロセスへの適

用検討について報告する。 

 

2. 実験法 

 今回は、リチウムを含むトリチウム増殖材としてチタン酸リチウムの微小球を出発原料として用いた。

チタン酸リチウム微小球に対し、化学処理とマイクロ波加熱の複合化処理として酸性溶液中でのマイクロ

波加熱を行い、処理後の試料について分離・抽出処理を実施した。 

 

3. 結果及びまとめ 

 酸性溶液中でチタン酸リチウムをマイクロ波加熱処理するこ

とにより、リチウムの大部分が液相に溶出し、チタンは酸化チ

タンの沈殿物として析出した。また処理後の試料を液相と固相

に分離し、リチウムを含む液相に炭酸塩を添加することにより

炭酸リチウムを生成した。生成した炭酸リチウムに有機溶媒で

分離・抽出による精製を行うことによって、チタン酸リチウム

から高収率（85％）で炭酸リチウムを回収することに成功した。

（図１）。 

本発表では、詳細な試験条件及び試験結果を報告する。 
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図１．回収した炭酸リチウム 
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